
～受験結果返却後が大事！～

2026年　関西圏　中学受験最新動向
～『中学受験は”特別”～”当たり前”に』～

新学年の学習イメージを！

～志望校合格に向かって～

全国統一高校生テスト

　全国規模で実力を測る

「全国統一高校生テスト」

を実施いたします。

　このテストは、自分の学力を客観的に把握できる

貴重な機会です。大学入試を見据えた実戦形式で行

われるため、学校の定期テストとは異なり、「本番

で通用する力」がどの程度身についているのかを確

認することができます。また、全国の同学年の中で

の自分の位置を知ることで、

「今の実力はどのレベルにあるのか」

「これから何を強化すべきか」といっ

た、今後の学習の方向性も明確になります。

　まだ、模試などは受けなくても大丈夫。と思って

いる人も多いと思いますが、高１生、高２生でもあ

っても志望大学を見据えている人は、すでに動いて

いる。ということの認識は必要です。

　大学受験を経験した人に話を聞く

と、誰もが口をそろえてこう言います。

「今までで一番きつかった」

「人生の中で一番勉強した」

「思っていた勉強量や内容のレベルが全然違った」

「もっと早くから勉強を始めておけばよかった」

と。大学受験は、それまでのテストとは大きく異な

り、求められる知識量や思考力、そして継続して努

力し続ける力が圧倒的に必要となります。

　そのため、直前になってから一気に仕上げようと

しても、思うように結果が出ないケースが多いのが

現実です。だからこそ重要なのは、早い段階から少

しずつでも準備を始めることです。日々の積み重ね

が、最終的に大きな差となって表れます。

　統一テストや全統模試を受けたあと、そのままに

してしまってはいないでしょうか。結果を見て一喜

一憂するだけで終わってしまうと、本来得られるは

ずの大きな成長のチャンスを逃してしまいます。

「どこができなかったのか」

「なぜ間違えたのか」

こうした振り返りを行わない限り、

同じミスを繰り返してしまい、せっかくの模試の効

果は半減してしまいます。本当に重要なのは、結果

そのものではなく、その後の行動です。自分の弱点

を正確に把握し、優先順位をつけて学習に取り組む

ことで、はじめて成績向上につながります。

　つまり、模試は「受けて終わり」ではなく、「受

けた後からが本当の勝負」です。　一つひとつの模

試を“成長の材料”として活かせるかどうかが、最

終的な結果を大きく左右します。

　アーク進学会の高校生部門、東進-鴻池新田駅前

校では、全国統一高校生テスト受験後に個別面談を

実施しています。

　一人ひとりの答案や成績データをもとに、

「どの分野に課題があるのか」

「どのように学習を進めていくべきか」

を具体的に分析し、的確なアドバイスを行います。

　また、成績帳票の見方や活用方法、今後の学習計

画の立て方まで丁寧にサポートいたしますので、「

何から手をつければいいのかわからない…」という

状態を解消し、次にやるべきことを明確にすること

ができます。

アーク進学会

　ここ数年、関西圏の中学受験は着実に広がりを見

せています。2026年度入試では、その流れがさら

に強まり、「受験するのが当たり前」に近づいてき

ました。今回は、最新データをもとに、今の中学受

験のリアルな状況と今後のポイントを整理していき

ます。

　　　　■ 受験率はついに11％目前へ
2026年度の中学受験率は10.9%。これで2年連続

の過去最高更新となりました。

「10人に1人が受験する」というラインに到達

し、いよいよ次は11％台が見えてきています。

また、大阪府の出願数も増加しています。

・2025年度：23,643件

・2026年度：24,839件（約5%増）

受験者数・受験率ともに、しっかりと

伸びているのがわかります。

　　　　■ 私立中学の倍率もじわり上昇
　大阪府内の私立中学校（59校）の初日倍率は、

・2025年度：2.38倍

・2026年度：2.40倍

と、わずかではありますが上昇しています。

　一見すると小さな変化に思えるかもしれません

が、この「わずかな上昇」は重要なポイントです。

　これは、特定の人気校だけに受験生が集中するこ

おともありますが、多くの学校で志願者数が増え、

全体的に競争が厳しくなってきていることを示して

います。

　つまり、「どこかには入れるだろう」という時代

ではなくなり、どの学校を受験する場合でも、しっ

かりとした準備と実力が求められる状況になってき

ています。こうした状況の中で大切になるのが、

「いつから受験対策を始めるか」です。中学受験は

出題範囲が広く、単なる暗記ではなく思考力や応用

力が求められるため、短期間で仕上げることが難し

い受験です。そのため、早い段階から基礎を固め、

学習習慣を身につけ、段階的に実力を伸ばしていく

ことが、合格への大きなポイントとなります。

　実際に、志望校に合格している生徒の多くは、余

裕をもって準備を始め、コツコツと積み上げてきた

生徒たちです。「まだ先のこと」と考えるのではな

く、少しでも早くスタートを切ることが、選択肢を

広げ、合格の可能性を高めることにつながります。

　　■ 背景にある「私立高校授業料実質無償化」
　この変化の大きな要因の一つが、大阪府で実施さ

れている私立高校授業料の実質無償化です。

　これにより、これまで

「私立は費用面で難しいかもしれない…」

と考えていたご家庭でも、

「それなら中学から私立を視野に入れてみよう」

と進路の選択肢を広げる動きが見られるようになり

ました。その結果、これまで一部のご家庭に限られ

ていた「私立中学 → 私立高校 → 大学」という進

学ルートが、より現実的で一般的な選択肢へと変わ

りつつあります。

　また、私立中学の中には高校・大学までの一貫教

育を行っている学校も多く、早い段階で安定した進

路を確保できる点も、大きな魅力となっています。

　このような環境の変化により、中学受験を選択す

るご家庭は年々増加傾向にあり、競争も確実に高

まっています。だからこそ、「まだ先の話」と考え

るのではなく、早い段階から情報収集や基礎学習を

始めることが、将来の選択肢を大きく広げることに

つながります。　　

　　■ 2027年度はさらに競争が進む可能性
　この流れが続くと、2027年度の中学受験では、

・受験率のさらなる上昇

・中堅校の倍率アップ

・附属校人気の継続

といった動きが予想されます。これまでは一部の上

位校に受験生が集中する傾向もありましたが、今後

は中堅校を含めた幅広い学校で競争が激化していく

と考えられます。

　つまり、「中学受験は一部の勝負」から「多くの

生徒達が関わる“当たり前の選択肢”」へと大きく

変化してきているのです。

～自分の実力を客観的に知る～

～高３は勿論、高2・高1生も受験！～

―― 実施要項
◆日　　程：2026 年 6/14( 日 )
◆実施会場：東進衛星予備校（鴻池新田駅前校）
◆受験費用：無料招待
◆対　　象：高 3生、高 2生、高 1生、高 0生 *
◆申込締切：  2026 年 6月 11 日 ( 木 ) まで
◆成績返却：2026 年 6月 20 日 ( 土 ) 以降
申込時に選択いただいた「成績表返却校舎」にて返却します。
詳しくは校舎からお知らせします。

▲

●１年生の理解不足単元は必ず克服！

●そろそろ自習室も活用し毎日学習を！

●個別授業で苦手科目はきちんと押さえる！

●少しづつ志望校を探し始めよう！

●２年の取りこぼしは冬春休みに必ず克服！

●毎日学習は必須になるタイミング！

　自習室もフル活用！

●上位・トップ校志望者はトップレベル学習

　に完全シフトチェンジ！

●入試頻出・過去問の解法・ポイント学習

　の実践

●自習室含め、毎日学習は必須！

　ゆっくり休む時間はありません。

●志望校別に個別授業で実践演習＆解説！

●自身の成績と志望校の選定に悩む時期！　

　最後まで諦めない気持ちが重要！

　今年1年、「どの時期に」「どのようなことを意識

して」「何をしておくべきか」をしっかり確認してお

きましょう。学年によって学習内容や難易度、受験ま

での期間は異なりますが、目指すゴールは同じです。

　　　　　　——全員、志望校合格。

　この共通の目標に向かって、それぞれに合った最適

な学習を積み重ねて、この1年が充実した時間になる

ように、しっかりと頑張っていきましょう！
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●9月からは、実テ・定期・模試・五ツ木の

　テストの連続で”超ハード”

●五ツ木は、9月/10月/11月受験は必須！

　私立専願生は、11月五ツ木は”超重要”

●部活終了！夕方の時間を　無駄にしない！

●精神的にもタフになる！
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●学習内容のレベルは、２年生で最も難しい

　２学期をしっかり頑張る！

●平均点は下がるので、夏にしっかり頑張　

　り、アップさせよう！

●ここで点数がアップできれば、いい感じ！

●難易度が一気に上がる２学期定期テスト！

●校内平均点は下がるが、自分は上げよう！

●夏の頑張りがここで成果として表れます！

●この時期が1年生の正念場になる‼

●夏期講習は、一気に”実力アップ”

　を実現する覚悟を！

●過去問演習で、入試問題を徹底的に攻略！

●部活も引退し、時間もできる！夏は苦手

　克服のチャンスでもある！

●気持ちは、”完全に”「受験モード」に！

●夏期は、一気に実力アップのチャンス！

●実力レベル・入試レベルにチャレンジ！

●理・社の取りこぼしは確実にで押さえる！

●２学期内容の先取り学習も忘れずに！

●夏期講習は実力アップのタイミング！

●１学期の取りこぼしを克服しておこう！

●夏休みは、英検にもチャレンジできる！

●２学期の先取学習強化！ここも大切！

●第１回定期テストは、自己ベスト狙い！

　公立希望生は、内申点対策！

●これから学習する３年生の学習内容、”

　絶対に”取りこぼさない！

●理科＆社会は、1日/１単元の復習を実行

　し、夏までに基礎を固める！

●週間学習プランを実行！

●第1回定期テストのレベルを知ろう！

●学習レベルと勉強量を意識し取り組もう

●英語・数学・理科は、絶対落とせない！

●週間学習プランを立てましょう！

●第1回定期は、気合いを入れて自己ベスト

●２年生は、重要単元が目白押しであること

　を把握しておこう！

●入試の出題内容の６０％が2年生の範囲と

　も言われるため、油断は禁物！

▲

▲


